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研
修
会
は
瀧
澤
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

近
藤
理
事
長
が
「
県
労
福
協
は
昨
年
11
月
30
日
に
結

成
50
周
年
を
迎
え
、
今
年
４
月
に
は
県
労
働
基
金
と

合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
１
つ
の

節
目
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
年
に
な
る
。
先

般
、
長
野
県
よ
り
委
託
さ
れ
る
予
定
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
説

明
会
を
実
施

し
た
が
、
約

60
名
の
参
加

が
あ
り
、
関

心
の
深
さ
が

う
か
が
え

た
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、

県
労
福
協
は

50
年
培
っ
て

き
た
地
域
を

支
え
る
基
盤

を
よ
り
確
固

た
る
も
の
に

し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。
経
済

状
況
が
厳
し

い
中
、
労
組
は
し
っ
か
り
と
春
闘
に
取
り
組
み
、
ま

た
事
業
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
そ
の
役
割
を
果

た
し
、
労
福
協
は
福
祉
事
業
の
要
と
な
っ
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
本
日
は
有
意
義
な
研
修
と

な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
中
央
労
福
協
笹
森
会
長
の
講
演
に
入
り
、

「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
あ
ゆ
み
と
展
望
」
と
題
し

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
笹
森
会
長
は
昨

年
10
月
に
就
任
さ
れ
た
内
閣
府
特
別
顧
問
に
つ
い
て

そ
の
業
務
内
容
や
政
府
の
状
況
を
説
明
さ
れ
、
本
題

に
入
り
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
の
政
治
・
経
済
・
労
働
・

社
会
の
変
貌
、
そ
し
て
日
本
の
抱
え
る
課
題
、
労
福
協

運
動
の
方
向
性
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
４
つ
の
社

会
変
化
（
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
社
会
、

循
環
型
社
会
）
と
、
６
つ
の
労
働
力
（
高
齢
者
・
女

性
・
障
害
者
・
新
卒
・
外
国
人
・
労
労
対
立
）
に
触
れ
、

少
子
高
齢
化
の
人
口
減
少
社
会
を
認
識
し
、
人
生
50

年
か
ら
90
年
時
代
に
対
応
す
る
「
社
会
シ
ス
テ
ム
の

ル
ー
ル
の
作
り
変
え
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
壊
さ

れ
た
日
本
社
会
の
再
生
の
た
め
の
労
働
運
動
の
役
割
、

福
祉
運
動
の
役
割
、
共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
の
展
開
、

こ
れ
か
ら
は
同
質
だ
け
の
協
力
＝
「
和
」
で
は
な
く
、

専
門
家
、
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
異
質
な
も
の
と

の
協
力
＝
「
積
」
が
重
要
と
な
る
こ
と
な
ど
を
具
体

的
な
状
況
を
紹
介
す
る
中
で
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
ま
ず

事
業
団
体
（
労

働
金
庫
、
全
労

済
、
生
協
連
、

住
宅
生
協
、
労

働
基
金
）、
続

い
て
労
働
団

体
（
連
合
、
労

組
会
議
、
県
労

連
）、
勤
労
協
、

高
齢
・
退
職
者

連
合
か
ら
事
業

の
課
題
と
具
体

的
な
取
組
が
報

告
さ
れ
、
続

い
て
青
木
専
務
理
事
よ
り
労
福
協
が
長
野
県
よ
り
委

託
さ
れ
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
実
施
体
制
や
先

頃
行
わ
れ
た
説
明
会
の
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
全
般
を
通
し
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

労
組
会
議
よ
り
出
さ
れ
た
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
、
地
区
労
福
協
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
要
望

に
対
し
て
、
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
原
副

会
長
と
労
福
協
青
木
専
務
理
事
よ
り
回
答
が
行
わ
れ
、

ま
た
勤
労
協
三
井
会
長
（
ジ
ョ
ブ
諏
訪
所
長
）
よ
り
「
お

金
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
実
施
し
た
。
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
は
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

人
に
な
ん
と
か
融
資
が
出
来
な
い
も
の
か
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
飯
田
副
理
事
長
が
「
こ
の
よ
う
な
時
代
、

労
福
協
や
事
業
団
体
が
や
る
べ
き
こ
と
に
は
際
限
が

な
い
。
目
的
達
成
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
し
っ

か
り
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
研

修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
構
成
団
体
研
修
会

壊
さ
れ
た
社
会
の
再
生
に
向
け
て

　

１
月
25
日
（
火
）
、
千
曲
市
上
山
田
温
泉
に
お
い
て
、
構
成
団
体
研
修
会
を
開
催
。
各
構
成
団
体
の
最

重
点
課
題
と
具
体
的
な
取
り
組
み
等
の
報
告
、
県
労
福
協
が
受
託
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
モ
デ

ル
事
業
」
の
説
明
、
全
体
を
通
じ
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
内
閣
府
特
別
顧
問
・

中
央
労
福
協
会
長
笹
森
清
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有意義な討議が行われた2010構成団体研修会

労福協運動の方向性を語る笹森会長



　

冒
頭
、
遠
藤
幸
男
会
長
（
東
京
労
福
協

会
長
）
よ
り
、「
雇
用
、
年
金
な
ど
世
の

中
の
シ
ス
テ
ム
が
壊
れ
て
い
く
中
で
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
人
達
が
１
，

１
０
０
万
人
と
な
っ
た
。
政
権
が
交
代
し

た
と
は
い
え
、
労
働
者
福
祉
運
動
を
進
め

る
労
福
協
は
ま
す
ま
す
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
お
互
い
の
運
動
の
教
訓
に
学

び
な
が
ら
前
進
し
合
い
た
い
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
２
０
１
０
年
度
活
動
報
告
が
確

認
さ
れ
、
続
い
て
２
０
１
１
年
度
活
動
方

針
、
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
役

員
改
選
で
は
事
務
局
次
長
が
埼
玉
県
労
福

協
の
鈴
木
専
務
理
事
よ
り
長
野
県
労
福
協

の
青
木
専
務
理
事
に
交
替
す
る
な
ど
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
構
成
団
体
に
よ
る
実
行
委
員
会
主

催
の
２
０
１
１
年
新
春
交
歓
会
が
、
１
月
５
日

（
水
）
長
野
市
ホ
テ
ル
国
際
21
に
て
開
催
さ
れ
、

来
賓
65
名
を
含
む
総
勢
２
７
０
名
が
出
席
し
賑

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
代
表
者
が
登
壇
し
、
近
藤
理

事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
、

「
二
〇
一
〇
年
は
先
の
見
え
な
い
不
透
明
な
年

だ
っ
た
が
、
今
年
は
労
福
協
は
50
年
の
歴
史
や

伝
統
を
踏
ま
え
、
新
し
い
役
割
を
自
覚
し
一
歩

踏
み
出
す
年
。
４
月
１
日
に
は
労
働
基
金
と
合

併
し
新
し
い
力
を
得
な
が
ら
大
き
く
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
地
方

の
時
代
と
な
っ
て
い
く
中
、
地
域
主
権
・
医
療
・

介
護
な
ど
様
々
な
課
題
が
地
域
に
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
止
め
な
が
ら
そ
の
地

域
に
合
っ
た
仕
組
み
を
ど
う
創
っ
て
い
く
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
行
政
だ
け
で
な
く
N
P
O
、

民
間
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
な
ど
様
々
な
団

体
を
重
層
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
つ
な
ぎ

合
わ
せ
そ
の
力
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
時
代
の
節
目
に
適
格
に
対
応

し
な
が
ら
県
労
福
協
と
し
て
勤
労
者
だ
け
で
な

く
県
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組
織
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
春
交
歓
会
の
場
を
借
り
、
労
福
協
結
成
50

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た

「
ベ
ト
ナ
ム
福
祉
視
察
の
旅
」
に
共
催
参
加
し

た
県
ベ
ト
ナ
ム
交
流
協
会
よ
り
、
視
察
時
に
購

入
し
た
枯
葉
剤
に
よ
る
障
害
を
持
っ
た
子
供
た

ち
が
作
っ
た
刺
繍
を
県
労
福
協
に
贈
呈
し
た
い

と
い
う
申
し
出
に
よ
り
、
瀬
木
県
ベ
ト
ナ
ム
交

流
協
会
副

会
長
（
視

察
団
名
誉

団
長
）
よ

り
近
藤
理

事
長
に
刺

繍
が
贈
呈

さ
れ
ま
し

た
。

　気づきキャンペーンの一環として、テレビ・ラジオなど報道番組等で活躍中の経済ジャーナリスト須田慎一郎

氏をお迎えし、北信・須高・長野の三地区労福協合同主催による講演会を開催。会員以外の一般来場者も含め

100名を超える方々に来場いただきました。

　須田氏は寒波による新幹線の遅れを心配され、予定よりかなり早い時間に会場入りされ、また講演も予定時

間を超えてお話を続けられるなど、講演会を重視してくださった姿勢が強く感じられました。

◆消費者金融の利用は、バブル崩壊以前は、将来所得の前借りとして機能してきたが、現在のような賃金が上がら
ない時代には、将来所得の取り崩しであり、大きなリスクとなる。

◆輸出産業は、かつては景気の牽引役であったが、現在のように国際競争にさらされた状況下では、利益を上げて
も最新の機械や工場の設置、技術開発等のコストに追われ、部品単価や賃金等への利益配分がなされない。産業
構造が変わらない限り賃金はもう上がらない。

◆マスコミは時として、改正貸金業法の施行によって、借りられない人が出る、よって自殺者が急増する、ヤミ金
業者がはびこるなどと言って消費者金融業界の肩を持ったり、また業界は政治の側に法改正による見直し、緩和
を求めたりしている。しかし、肝心なことは、このような時代にはもう消費者金融を利用しないことである。

◆多重債務問題の根本には低所得があり、その背景には、母子家庭の問題、高齢者世帯の増加、ＤＶ等々のあらゆ
る社会問題がある。多重債務問題だけを解決しても、それが根本的な解決にはならない。

◆改正貸金業法は一つの穴をふさいだ。しかし、その先をケアしていくのは、労働団体や福祉団体などの役目であり、
その役割は益々大きくなる。

労福協気づきキャンペーン

講師：経済ジャーナリスト　須田慎一郎氏

以下講演内容の要約

「ご存知ですか？消費者金融の実態」「ご存知ですか？消費者金融の実態」

年頭のあいさつを述べる近藤理事長

ベトナム協会から刺繍の贈呈を受ける

二
〇
一
一
年
新
春
交
歓
会

新
た
な
役
割
を
自
覚
し
、も
う
一
歩
踏
み
出
そ
う
！
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２
０
１
１
年
１
月
20
日
（
木
）、
長
野
県
労
働

金
庫
本
店
ビ
ル
の
会
議
室
に
於
い
て
、
長
野
県

と
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
事
業
（
略
称
⋮
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル

事
業
）
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
県
労
福
協
近
藤
光
理
事

長
は
、「
労
福
協
50
年
の
歩
み
の
上
に
立
ち
、
更

に
労
働
者
や
県
民
へ
の
奉
仕
と
し
て
長
野
県
ら

し
い
モ
デ
ル
事
業
を
、
今
日
ご
参
集
の
み
な
さ

ん
と
創
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
長
野
県
商
工
労
働
部　

西
川
勉
主

査
か
ら
、
県
が
国
に
提
出
し
た
�
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル

事
業
�
実
施
計
画

の
概
要
が
説
明
さ

れ
、
引
き
続
き
、

県
か
ら
の
委
託
予

定
先
団
体
で
あ
る

県
労
福
協
の
青
木

正
照
専
務
理
事
よ

り
、�

長
野
県
版
・

Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
事

業�

の
よ
り
具
体

的
な
事
業
内
容
及

び
運
営
方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
村
上
晃
弁
護
士
が
�
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル

事
業
�
へ
の
抱
負
と
期
待
を
話
さ
れ
、
続
い
て

県
下
各
地
よ
り
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
の
60
人
余
を
超
え
る
参
加
者

よ
り
、
熱
い
思
い
や
、
意
見
・
質
問
が
次
々
に

出
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
時
間
を
意
見
交
換
に

割
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
心
の
高
さ
か
ら

か
時
間
が
足
り
ず
、
話
し
尽
く
せ
な
か
っ
た
要

望
・
意
見
・
提
案
・
担
当
者
へ
の
応
募
希
望
な

ど
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
回
収
し
、
後
日
、�
Ｐ

Ｓ
モ
デ
ル
事
業
�
の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
約
束
し
て
意
見
交
換
を
終
了
し
ま

し
た
。

事業概要を説明する県の西川主査

種目別実施日及び会場

①バレーボール（男・女） 10月２日（日）

 ・長野市東和田 長野運動公園総

合体育館（メイン）（サブ）」

②テニス（男・女） 10月29日（土）

 ・長野市東和田 長野運動公園

  「テニスコート」【＊雨天の場合

は、当日、連盟審判団の指示に

従い対処する】

③バドミントン（男・女）  10月２日（日）

 ・長野市篠ノ井 南長野運動公園

  「総合体育館」

④野 球  

 10月１日（土）

 ・長野市東和田 長野運動公園

  「県営長野球場」

 ・長野市篠ノ井 南長野運動公園

  「長野オリンピックスタジアム」

 10月２日（日）

 ・長野市篠ノ井 南長野運動公園

  「長野オリンピックスタジアム」

  【＊雨天の場合は、当日、連盟審

  判団の指示に従い対処する】

  【＊土曜日が雨で中止の場合は

  日曜日も中止とする】

2011 年度 勤労者
体育大会開催日程のお知らせ

　

県
労
福
協
が
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
事
業
を
長
野
県

よ
り
受
託
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
2
月
14

�
15
日
の
日
程
で
、
長
野
県
よ
り
商
工
労
働

部
の
三
井
、
西
川
担
当
官
、
県
労
福
協
よ
り

青
木
専
務
理
事
、
桝
野
就
職
相
談
員
、
堀
相

談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
計
5
人
で
、
モ
デ
ル
事

業
を
昨
年
11
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
沖
縄
県

労
福
協
Ｐ
Ｓ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
午
後
沖
縄
に
到
着
後
、
ま
ず
沖

縄
県
庁
を
訪
問
、
商
工
観
光
部
雇
用
労
政
課

大
城
主
任
よ
り
、
沖
縄
県
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
事

業
の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
沖
縄
県
で

は
県
庁
と
沖
縄
県
労
福
協
の
所
在
地
が
近
い

こ
と
も
あ
り
、
親
密
に
事
業
運
営
を
行
っ
て

お
り
、
特
に
県
雇
用
労
政
課
が
福
祉
関
係
や

雇
用
関
係
で
縦
割
り
行
政
の
間
に
入
り
Ｐ
Ｓ

事
業
で
の
行
政
と
の
摩
擦
解
消
に
一
役
買
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
後
事
前

に
提
出
し
て
お
い
た
質
問
に
対
し
、
県
、
沖

縄
県
労
福
協
よ
り
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

沖
縄
県
労
福
協
か
ら
は
実
際
の
Ｐ
Ｓ
モ
デ

ル
事
業
の
状
況
が
説
明
さ
れ
、
11
月
の
開
所

以
来
既
に
1
3
0
人
の
新
規
対
象
者
が
あ

り
、
45
日
間
の
稼
働
で
１
日
平
均
約
13
人
の

来
所
者
が
あ
る
こ
と
、
再
来
所
者
が
4
4
8

人
に
上
り
、
日
増
し
に
増
え
る
相
談
者
に
17

人
の
ス
タ
ッ
フ
で
は
追
い
つ
か
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
課
題
と
し

て
は
公
的
な
セ
ー
フ
テ
�
ー
ネ
ッ
ト
を
必
要

と
し
て
い
る
支
援
対
象
者
が
多
く
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
・
行
政
・
社
協
な
ど
と
の
強
固
な

連
携
が
必
要
。
メ
ン
タ
ル
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
支
援
対
象
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
医

療
機
関
や
精
神
保
健
福
祉
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
と
の
連
携
が
重
要
。
地
域
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
が
不
十
分
で
は
な
い
か
と
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
の
モ
デ

ル
事
業
に
対
し
て
、
セ
ン
タ
ー
一
�
所
あ
た

り
数
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
は
体
制
が
不
十
分

で
は
な
い
か
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
質
に
つ
い

て
は
経
験
あ
る
専
門
家
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
沖
縄
県

労
福
協
Ｐ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
島
袋
セ
ン

タ
ー
長
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
実
際
に
相
談
者
に
向
き
合
っ
て

い
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ア
シ
ス

タ
ン
ト
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
よ
り

生
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
実
態
を
つ
か
み
ま

し
た
。

　

長
野
県
の
P
S
事
業
で
は
３
月
に
入
り
長

野
市
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
月
末
の
開
所

に
向
け
人
的
体
制
や
事
務
所
の
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。
沖
縄
県
で
は
全
県
規
模
の
支

援
体
制
は
難
し
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
視
察

を
参
考
に
、
長
野

県
の
特
徴
を
生
か

し
て
、
独
自
の
Ｐ

Ｓ
モ
デ
ル
事
業
を

作
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

沖縄県労福協PSセンター視察報告

沖縄県労福協のパーソナル・サポート・センター
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闘
争
方
針
決
定
！
第
23
回
地
方
委
員
会

　

連
合
長
野
は
１
月
21
日
、
２
０
１
１

春
季
生
活
闘
争
方
針
を
決
定
す
る

『
第
23
回
地
方
委
員
会
』
を
開
催
、
経

過
報
告
・
闘
争
方
針
・
当
面
す
る
諸
課

題
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
冒
頭
、
近
藤
会
長
は

『
今
次
闘
争
は
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
取
り
組
み
と
な
る
。
す
べ
て
の
労
働

者
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
に
「
労

働
条
件
の
維
持
・
復
元
と
、
政
策
制

度
の
取
り
組
み
を
車
の
両
輪
と
し
て

２
０
１
１
闘
争
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
」
』
と
力
強
く
、
闘
争
に
向
け
た
決

意
と
連
合
運
動
へ
の
理
解
・
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
終
了
後
に
は
、
本
部

講
師
を
招
き
、
連

合
闘
争
方
針
と

と
も
に
、
各
組
合

が
交
渉
で
直
面

す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
課
題

に
ど
う
対
処
す

る
か
な
ど
を
学

ぶ
２
０
１
１
春
季

生
活
闘
争
学
習

会
を
開
催
し
ま

し
た
。

闘
争
開
始
宣
言
！

街
宣
行
動
を
実
施

　

毎
月
実
施
し
て
い
る

「
希
望
と
安
心
の
社
会
づ
く
り
街
頭
行
動
」
１
月
行

動
で
は
、
構
成
組
織
や
地
協
の
代
表
者
、
民
主
党
県

連
等
の
応
援
を
受
け
、
闘
争
開
始
宣
言
に
併
せ
街

頭
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
晴
天
の
も
と
、
暮
ら
し

ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
０
０
名
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
配
布
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
多
く
の
人
が
手
に
す
る
な
ど
、
人
々
の

生
活
・
雇
用
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
民
主

党
国
会
議
員
に
も
報
告
、
実
態
を
今
後
の
政
策
に

活
か
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

経
営
者
協
会
等
４
団
体
へ
の
申
し
入
れ

　

２
月
８
日
、
県
経
営
者
協
会
と
の
懇
談
を
行
い
、

春
季
労
使
交
渉
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
近
藤
会
長
か
ら
は

「
全
て
の
働
く
者
の
指
針
と
な
る
闘
争
展
開
を
し
た

い
。
ミ
ク
ロ
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
マ
ク
ロ
の
視

点
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
、
経
営
者
協
会
か

ら
は
「
労
使
は
運
命
共
同
体
。
双
方
が
自
社
の
収
益

環
境
を
直
視
し
、
実
態
に
応
じ
た
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
」
と
挨
拶
、
そ
の
後
、
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
両
会
長
か
ら
「
春
季
交

渉
が
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
を
描

く
契
機
に
な
れ
ば
と
願
う
。
勤
労
者
の
豊
か
さ
と

企
業
の
成
長
が
両
立
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
取
り
組

め
る
と
こ
ろ
は
連
携
を
図
り
、
今
後
も
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
の
表
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
に

全
労
連
の
全
国

一
斉
新
春
宣
伝

行
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
野

駅
前
で
は
、
雪

の
降
り
し
き
る
中
、
25
人
が
参
加
し
て
５
０
０

枚
の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。
宣
伝
カ
ー
か
ら

は
、
高
村
県
労
連
議
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
国

公
共
闘
、
医
労
連
、
通
信
労
組
、
長
野
地
区
労

連
な
ど
の
仲
間
が
マ
イ
ク
を
握
り
、
労
働
者
の

賃
上
げ
と
雇
用
確
保
を
訴
え
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
に
は
第
30
回
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
春
闘
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
労
働
者

報
酬
が
下
が
る
一
方
、
大
企
業
は
内
部
留
保
を

溜
め
込
み
続
け
て
い
る
中
、
賃
上
げ
で
内
需
主

導
の
景
気
回
復
を
実
現
し
、
閉
塞
感
を
打
ち

破
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
」
の
危
機
感

を
共
有
し
て
、
労
働
者
の
要
求
実
現
に
向
け

て
奮
闘
し
、
月
額

１
万
円
以
上
、
時
給

１
０
０
円
以
上
の
賃

上
げ
を
す
べ
て
の
組

織
で
要
求
し
、
政
治

も
変
え
て
い
く
決

意
を
固
め
合
い
ま

し
た
。

宣伝カーから訴える高村議長

　

N
P
O
法
人
ユ
ニ
オ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
松
本
地
区
労
組
会
議
が
実
施
し
て
き
た
相
談

活
動
を
発
展
的
に
継
承
し
、
市
民
生
活
・
労
働
問

題
の
相
談
・
解
決
の
た
め
の
独
立
し
た
専
門
的
な

相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
2
0
0
5
年
3
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
日
の
専
任
相
談
員
に
よ
る
無
料
相
談
と
毎
月

第
三
土
曜
日
の
専
任
の
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ

る
特
別
無
料
相
談
会
を
実
施
し
、
新
規
の
相
談
件

数
は
、
２
０
１
０
年
ま
で
の
６
年
間
で
２
７
８
９

件
に
も
及
び
、
相
談
内
容
も
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
金
銭
関
係
、
家
庭
問
題
、
不
動
産
関
係
、
生
活

保
護
な
ど
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
問
題
の
解
決
の
た
め
に
必
要
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
専
門
機
関
・
専
門
家
を
紹
介
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
相
談
者
の
要
望
を
受
け
て
、
ト
ラ
ブ

ル
対
処
の
職
場
や
相
手
方
と
の
直
接
交
渉
を
は
じ

め
、
労
基
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
市
役
所
等
の
公

的
機
関
や
法
律
事
務
所
等
の
専
門
家
へ
の
相
談
に

同
行
も
し
て
、
問
題
解
決
の
た
め
の
総
合
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
松
本
市
の
労
働
相
談
支
援
事
業
や
松
本

市
勤
労
者
共
済
会

の
法
律
相
談
事
業

を
受
諾
し
、
行
政

機
関
か
ら
紹
介
も

増
え
て
い
ま
す
。

暮らしの安心・安定に向け“ガンバロー”

多くの皆さんに協力いただいた街頭調査

すべての働く者の雇用と生活の安定へ！ 2011春季生活闘争本格交渉スタート！連合長野  

春
闘
ス
タ
ー
ト
!!

春闘方針を決定した評議員会

評
議
員
会
で
春
闘
方
針
決
定
!!

県
労
連
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こ
く
み
ん
共
済
は
こ
れ
ま
で
も
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
に
無
理
な
く
、
安
心
の
保
障
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
近
年
で
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
難
し

い
と
さ
れ
て
い
た
病
気
の
治
療
が
可
能
に
な
る
反

面
、
高
額
な
医
療
費
負
担
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
気
や
事
故
に
よ
る
重
い
障
が
い
が
残

っ
た
場
合
、
本
人
を
含
め
た
家
族
の
経
済
的
な
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
く
み
ん
共
済
で
は
、
先
進
医
療
や

ガ
ン
、
後
遺
障
が
い
な
ど
の
保
障
に
重
き
を
置
い

た
新
保
障
を
４
タ
イ
プ
用
意
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
こ
く
み
ん
共
済
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
「
生
き
る
た
め
の
保
障
」
で
す
。

※
次
の
タ
イ
プ
別
の
内
容
は
、
共
済
商
品
の
概
要

　

を
説
明
し
た
も
の
で
す
。

　

簡
単
に
言
う
と
、『
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
住
宅
版
』
で

す
。
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
、
窓
・
断
熱
材
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト

を
つ
け
て
、
商
品
や
金
券
な
ど
に
交
換
で
き
る
、
あ
る
い

は
、
追
加
工
事
に
充
当
で
き
る
制
度
で
す
。
最
大
30
万
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
期
間
は
２
０
１
１
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
工
事
は
、

　

①
窓
を
二
重
に
す
る
リ
フ
オ
ー
ム

　

②
壁
床
天
井
の
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム

　

①
と
②
と
同
時
に
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

新
た
に
追
加
さ
れ
た
項
目
は
、
①
②
と
同
時
に
設
置
す

る
と
い
う
前
提
は
付
き
ま
す
が
、

　

●
「
節
水
型
ト
イ
レ
」

　

●
「
高
断
熱
浴
槽
」

　

●
「
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
」
の
３
項
目
。

　

「
節
水
型
ト
イ
レ
」
と
「
高
断
熱
浴
槽
」
は
、
リ
フ
オ
ー

ム
の
場
合
だ
け
の
特
別
拡
充
で
す
。

 　

そ
れ
は
、「
窓
な
ど
の
開
口
部
」
で
す
。

　

一
般
住
宅
で
、
開
口
部
の
占
め
る
割
合
は
10
％
〜
25
％

で
す
。
し
か
し
、
あ
る
調
査
で
は
、
窓
か
ら
逃
げ
る
熱
は
、

50
％
〜
80
％
と
の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は

少
な
い
面
積
の
窓
の
断
熱
性
能
を
高
め
る
こ
と
で
格
段
に

暖
か
い
家
が
で
き
る
と
言
え
ま
す
。
当
然
面
積
も
少
な
い

で
す
か
ら
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

　

窓
の
改
修
方
法
で
お
手
軽
で
効
果
抜
群
な
の
は
、
今
あ

る
窓
の
内
側
に
内
窓
を
追
加
し
て
二
重
窓
に
す
る
方
法
で

す
。

　

内
窓
は
窓
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
、
加
工
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
規
格
に
合
わ
な
い
昔
の
窓
に
も
取
り
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

施
工
も
、
１
窓
１
時
間
位
で
完
了
し
ま
す
。

　

開
け
閉
め
は
ち
ょ
っ
と
大
変
に
な
り
ま
す
が
、「
窓
と

窓
の
間
に
空
気
層
が
で
き
ま
す
」
こ
の
空
気
層
が
、
大
き

な
断
熱
効
果
を
発
揮
し
、
外
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
し

て
く
れ
ま
す
。

　

断
熱
効
果
が
増
す
と
、
省
エ
ネ
性
・
熱
効
率
が
高
ま

り
、
冷
暖
房
コ
ス
ト
を
節
約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
結
露
の

発
生
も
軽
減
し
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
音
を
遮
る
効
果

も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
二
重
窓
に
な
る
の
で
、
視
覚
的
効
果

と
ガ
ラ
ス
破
り
の
時
間
か
せ
ぎ
で
、
防
犯
性
も
向
上
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
省
エ
ネ
・
防
露
・
防
音
・
防
犯
性
と
い
っ
た

性
能
が
一
気
に
高
ま
る
リ
フ
オ
ー
ム
で
す
。

　

窓
は
一
回
取
り
替
え
て
し

ま
え
ば
割
れ
で
も
し
な
い

限
り
交
換
し
ま
せ
ん
し
、
10

年
、
20
年
と
【
見
え
な
い
効

果
が
あ
る
】
の
で
長
期
的
に

見
れ
ば
、
良
い
商
品
を
使
っ

た
方
が
安
く
つ
き
ま
す
。
じ

ゃ
あ
、
い
つ
す
る
の
か
!?

　

ポ
イ
ン
ト
が
付
く
う
ち

の
ほ
う
が
得
で

す
！
ど
う
せ
や

る
な
ら
《
今
が

旬
》
で
す
!?

　

住
宅
生
協
で

は
現
在
内
窓
を

「
35
％
O
F
F
」

（
取
付
費
別
途
）

で
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と

に
興
味
の
あ
る

方
は
住
宅
生

協(

０
２
６

−

２

３

４

−

０
２
８
３)

ま

で
お
気
軽
に
お

間
合
わ
せ
下
さ

い
。

さ
て
、
部
屋
が
寒
い
最
も
大
き
な
要
因
は

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

2,500円
満15歳～満59歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）

加入できる方

交通事故や不慮の事故等で
身体に重度障がいが残ったとき

万
円

の保障
1,000 万

円
をお支払い

500
重度障がいの状態が
6ヵ月間続いたとき生活支援の

後遺障がいとなったとき
必要な治療費と

そのあとの
生活を
応援する! 死亡

後 遺
障がい

入 院

※満60歳をすぎたあとは、最高満85歳まで保障が続く移行タイプをご用意し
ております。

月々の掛金

1,400円
満15歳～満44歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）

加入できる方

月々の掛金

2,300円
満0歳～満59歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）

加入できる方

手術1回につき

円60,000 万円
までお支払い600

先進医療を受けたとき

※満60歳をすぎたあとは、最高満70歳まで保障が続く移行タイプをご用意し
ております。

月々の掛金

最 高

日帰り手術も保障
（全労済所定の手術） （技術料相当額）

先進医療にも

しっかり
対応!

手 術 通 院
先 進
医 療

死 亡
重度障がい

入 院

万
円

がんと診断されたとき

を保障（1回限り）
100

教育資金として満期金を
受け取るプラン

お子さまの
病気やけがに
備える保障

ご希望の
コースをお選び
いただけます。

キッズ満期金付プランはキッズタ
イプ・キッズワイドタイプにセットで

きる生命保障付満期金のプランです。
元気に成長するお子さまを見守りながら、進学に備
えた教育資金を用意しましょう。

※キッズタイプ（キッズワイ
ドタイプ）は満期金受取後
も満18歳まで継続できま
す。

・満期金は50万円と100万円
・満期金額は通算して300万円を限度とします。

高校入学
準備コース

大学入学
準備コース

中学入学
準備コース

コースの
組み合わせOK!（悪性新生物）

基本タイプ・終身医療5000に組み合わせて加
入いただきます。単独の契約はできません。

若い世代から
がんに
備える!

して安心
プラス

して安心

がんの
手 術

診 断 死 亡
重度障がい

がんの
入 院

お子さまの

教育資金を
お考えのお父さま、
お母さま方へ。

※詳しい内容の資料請求は次の連絡先で受け付けています。TEL026-235-6139

さ

ら
に

「
生
き
る
た
め
の
保
障
」が
４
月
よ
り
新
登
場

こ
く
み
ん
共
済
か
ら

全労済

〜
お
得
な
制
度
を
知
ら
な
き
ゃ
損
損
♪

「
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

　
　

次
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
熱
い
!!
」

「
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

　
　

次
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
熱
い
!!
」

エコリフォーム（1戸あたり300,000ポイントを限度とする。）
内窓取付・
外窓交換

大（2.8㎡～）

18,000ポイント
中（1.6㎡～2.8㎡）

12,000ポイント
小（0.2㎡～1.6㎡）

7,000ポイント

外壁、屋根・天井、
床の断熱改修

外壁

100,000ポイント
屋根・天井

30,000ポイント
床

50,000ポイント

バリアフリー改修
（50,000ポイントを限度とする）

手すりの設置

5,000ポイント
段差解消

5,000ポイント
廊下幅等の拡張

25,000ポイント

住宅設備の設置
太陽熱利用システム

20,000ポイント
節水型トイレ

20,000ポイント
高断熱浴槽

20,000ポイント

内窓 いま付いて
いる窓

■発行ポイント数
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須
坂
地
区
労
福
協
・
ろ
う
き
ん
須
坂
支
店
が

「
高
校
生
の
た
め
の
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
基
礎
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
16
日
、
須
坂
商
業
高
校
全
３
学
年

生
（
１
４
１
名
）
を
対
象
に
、
「
高
校
生
の
た
め
の

マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
基
礎
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
、
須
高
地
区
労
福
協
と
ろ
う
き
ん
須

坂
支
店
で
、
支
店
職
員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
現
在
労
福
協
が
進
め
て
い
る

「
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
で
、
昨
年
６

月
に
須
坂
市
内
全
４
校
（
須
坂
商
業
・
須
坂
・
須

坂
東
・
須
坂
園
芸
）
の
教
頭
先
生
に
対
し
、
「
高

校
生
向
け
の
ク
レ
サ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
提
案
し
て

い
た
も
の
で
、
今
回
は
須
坂
商
業
高
校
に
採
用
い

た
だ
き
、
３
年

生
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
ロ

ン
グ
・
ホ
ー
ム
・

ル
ー
ム
）
の
時
間

を
活
用
し
て
講

座
を
開
く
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
高
校
生
が

近
い
将
来
、
多
重

債
務
や
悪
質
商

法
等
の
マ
ネ
ー

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
社
会
人

と
な
る
前
に
お
金
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
（
気

づ
い
て
）
も
ら
う
」
こ
と
を
目
的
に
開
催
を
し
た

本
講
座
に
対
し
て
、
３
学
年
主
任
の
先
生
か
ら

は
、
「
架
空
請
求
な
ど
身
近
な
事
例
が
数
多
く
あ

り
、
た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
高
校
生
に

対
し
て
、
こ
う
い
っ
た
教
育
は
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
と
の
う
れ
し
い
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
佐
久
地
区
労
福
協

主
催
の
講
演
会
に
お
い
て
も
、
宇
都
宮
弁
護
士
が

「
高
校
生
な
ど
に
も
多
重
債
務
の
問
題
を
教
え
な

い
と
い
け
な
い
。
」
と
呼
び
か
け
を
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
開
催
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
区
労
福
協
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
の
勤
労
者
は
も
ち
ろ
ん
高
校
生
に
対
し
て
も
、

こ
の
「
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
少
し
で
も
前

進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

熱心に耳を傾ける高校生

●
自
分
に
も
架
空
請
求
が
来
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
父

親
に
相
談
し
た
ら
「
無
視
し
て
い
い
。
」
っ
て
言

わ
れ
て
、
ず
っ
と
心
配
し
て
た
け
ど
講
座
を
聞
い

て
安
心
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
卒
業
後
、
お
金
に
関
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
聞
い
た
の
は
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
こ
の
講
座
を
聞
か
な
か
っ
た

ら
、
き
っ
と
騙
さ
れ
た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

●
私
は
人
に
騙
さ
れ
や
す
い
の
で
、
「
マ
ネ
ー
ト
ラ

ブ
ル
基
礎
講
座
」
を
受
け
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
お
じ
い
ち
ゃ
ん
家
に
白
ア
リ
を
除
去
す
る
業
者
が

き
た
ら
し
い
の
で
、
同
じ
話
を
聞
い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
を
狙
う
な
ん
て
ひ
ど
い
で

す
。

●
こ
の
講
座
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
ら
将
来
引
っ
か

か
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
本

当
に
講
座
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

●
実
際
に
届
い
た
架
空
請
求
の
コ
ピ
ー
を
見
て
驚
き

ま
し
た
。
あ
ん
な
に
リ
ア
ル
に
で
き
て
い
る
書
類

で
、
信
じ
て
し
ま
い
そ
う
で
、
注
意
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
冷
静
な

判
断
力
を
、
い
つ
も
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
悪
質
商
法
は
人
事
で
は
な
く
て
と
て
も
身
近
な
こ

と
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
電
話
や
メ
ー
ル
が
き

て
も
あ
せ
ら
ず
慎
重
に
対
処
し
た
い
で
す
。

●
講
師
が
自
分
と
か
周
り
の
人
の
実
体
験
を
話
し
て

く
れ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

●
「
自
分
は
大
丈
夫
！
」
と
い
う
考
え
は
や
め
た
ほ

う
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

●
い
ろ
い
ろ
な
悪
質
商
法
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
も
の

な
の
か
、
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
携
帯
電
話
を
使

う
こ
と
が
多
い
の
で
気
を
つ
け
た
い
と
思
っ
た
。

●
将
来
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

●
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
を
見
て
い
て
、

引
っ
か
か
り
そ
う
で
危
な
い
と
感
じ
た
の
で
気
を

つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

・
・
・
他
。

高
校
生
か
ら
感
謝
の
言
葉
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　

2
0
1
0
年
12
月
13
日
（
月
）
～
19
日

（
日
）
ま
で
、
諏
訪
地
域
で
初
め
て
と
な
る
、

「
お
金
に
関
す
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
実
施

さ
れ
6
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
諏
訪
地
区
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
勤
労
者
を
対
象
に
取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、
労
組
へ
の
チ
ラ
シ

配
布
や
新
聞
折
り
込
み
も
検
討
し
ま
し
た
が
、

年
末
は
折
込
チ
ラ
シ
も
多
く
、
経
費
が
か
か
る

割
に
効
果
が
薄
い
と
判
断
し
新
聞
広
告
記
事

を
中
心
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
諏
訪
地
方
で
は
以
前
か
ら
諸
団
体
が

様
々
な
相
談
事
業
を
し
て
い
る
こ
と
と
、
地
区

労
福
協
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ど
の
位
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
か
心
配
も
あ
り

ま
し
た
が
思
い
切
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

結
果
的
に
相
談
は
６
件
で
、
そ
の
内
３
件
は

多
重
債
務
で
深
刻
な
問
題
を
抱
え
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
３
件
と
も
未
組
織
勤
労
者
の
た
め
に

労
金
で
の
救
済
が
難
し
く
今
後
の
対
応
に
課

題
が
残
り
ま
し
た
。

　

上
小
・
佐
久
地
区
に
お
い
て
も
、
２
０
１
０

年
12
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）
ま
で
、

「
お
金
に
関
す
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
期
間
中
の
相
談
件
数
は
15
件
で
し

た
。

　

特
徴
と
し
て
、
今
回
は
佐
久
地
区
と
上
小
地

区
が
連
携
し
、
「
東
信
地
区
相
談
会
」
と
い
う

形
を
と
り
ま
し
た
。
15
件
中
５
件
が
多
重
債
務

の
相
談
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
多
重
債
務
に
苦
し

ん
で
い
る
勤
労
者
は
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
組

織
労
働
者
か
ら
の
相
談
と
い
う
観
点
か
ら
は

相
談
時
間
帯
や
開
催
曜
日
に
つ
い
て
検
討
課

題
が
残
り
ま
し
た
。

上
小
・
佐
久
地
区
も
実
施

高校生から寄せられた感謝の声

諏
訪
地
域
で「
お
金
に
関
す
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」を
初
め
て
実
施
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京
都
に
い
る
大
学
院
生
の
息
子
（
30
歳
）
が

結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
近
く
子
供
が
生
ま
れ

る
。

　

息
子
に
仕
送
り
し
て
い
る
額
を
今
後
さ
ら
に

増
や
し
て
生
活
を
支
え
て
い
く
が
、
別
居
し
た

状
態
で
こ
の
息
子
夫
婦
と
孫
の
３
人
を
、
父
親

で
あ
る
自
分
の
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
。

　

被
保
険
者
か
ら
の
仕
送
り
に
よ
っ
て
３
人
の

生
活
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
同
一
世
帯
で
な

く
と
も
被
扶
養
者
に
な
れ
る
。

　

被
扶
養
者
と
な
る
者
が
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
収

入
が
あ
る
場
合
は
、
１
３
０
万
円
未
満
で
、
被

保
険
者
の
収
入
の
半
分
未
満
で
あ
る
こ
と
が
必

要
要
件
と
な
る
。

○
組
合
健
康
保
険
・
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

健
康
保
険
・
船
員
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
、
勤

め
先
で
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
本
人
と
生
計

を
一
に
す
る
家
族
な
ど
を
「
被
扶
養
者
」
と
い

い
、
健
康
保
険
法
で
は
こ
の
被
扶
養
者
の
疾
病
、
負
傷
、

死
亡
ま
た
は
出
産
に
関
し
て
も
保
険
給
付
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。 

　

被
扶
養
者
の
申
請
手
続
き
は
、
会
社
が
全
国
健
康
保
険

協
会
や
健
康
保
険
組
合
等
の
保
険
者
を
通
じ
て
行
う
。

【
被
扶
養
者
の
範
囲
】

●
主
と
し
て
被
保
険
者
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
人
で

①
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
（
親
・
祖
父
母
・
曽
祖
父
母
）

②
配
偶
者
（
内
縁
関
係
も
含
む
）

③
子
、
孫
お
よ
び
弟
妹

●
被
保
険
者
と
同
居
し
、
か
つ
被
保
険
者
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
る
人
で

④
被
保
険
者
の
三
親
等
内
の
親
族
（
兄
姉
、
伯
叔
伯
母
、

甥
姪
等
）

⑤
被
保
険
者
の
内
縁
の
配
偶
者
の
父
母
お
よ
び
子

　

な
お
、
「
主
と
し
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
」
と

は
、
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
リ
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を

言
い
、
必
ず
し
も
被
保
険
者
と
同
居
で
な
く
て
も
良
い
。

　

ま
た
、
兄
や
姉
は
同
居
が
条
件
で
、
弟
や
妹
は
別
居
で

も
可
能
な
こ
と
に
注
意
。

【
被
扶
養
者
と
な
る
年
収
額
の
範
囲
】

●
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
人

と
生
計
を
一
に
す
る
家
族
の
う
ち
、
労
働
日
数
・
労
働
時

間
が
通
常
労
働
者
の
４
分
の
３
未
満
で
、
な
お
か
つ
年
収

の
範
囲
が
次
の
範
囲
で
あ
れ
ば
被
扶
養
者
と
な
る
。 

同
居
…
年
収
１
３
０
万
円
未
満
で
か
つ
被
保
険
者
の
年
収

の
半
分
未
満
で
あ
る
と
き
。

別
居
…
年
収
１
３
０
万
円
未
満
で
被
保
険
者
か
ら
の
援
助

額
よ
り
低
い
と
き
（
60
歳
以
上
の
方
、
障
害
状
態
に
あ
る

方
の
場
合
は
１
８
０
万
円
未
満
）
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
で
、
夫
の
被
扶
養
者
に
な
る

に
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
に
よ
る
年
収
が
１
３
０
万

円
未
満
ま
で
。
年
収
１
３
０
万
円
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
、
本
人
が
被
保
険
者
と
な
り
社
会
保
険
料
を
負
担
。

　

な
お
、
年
収
１
３
０
万
円
未
満
と
は
、
社
会
保
険
の
被

扶
養
者
に
な
れ
る
範
囲
の
年
収
で
、
配
偶
者
の
所
得
税
控

除
対
象
範
囲
（
１
０
３
万
円
以
下
）
と
は
異
な
る
の
で
注

意
を
。

　

夫
婦
共
働
き
で
妻
が
パ
ー
ト
に
出
た
場
合

に
、
妻
が
自
分
で
社
会
保
険
に
加
入
す
る
の

と
、
し
な
い
場
合
の
違
い
は
何
か
。

　

社
会
保
険
料
や
税
金
、
加
入
基
準
な
ど
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
れ
る
年
収
等
の

加
入
基
準
は
前
掲
の
通
り
だ
が
、
夫
婦
で
共
働

き
の
場
合
に
、
そ
の
働
き
方
に
よ
っ
て
所
得
税

と
保
険
料
に
大
き
な
違
い
が
生
ず
る
の
で
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

① 

そ
の
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
妻
の
収
入

額
が
、
１
０
３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
非
課
税
と

な
り
、
夫
の
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

し
か
し
、
１
円
で
も
超
え
る
と
、
妻
自
身
の

所
得
が
課
税
対
象
と
な
る
と
共
に
、
配
偶
者
控

除
が
な
く
な
る
た
め
夫
の
所
得
税
も
増
額
と
な

る
。

② 
①
の
収
入
額
と
は
別
に
、
妻
の
今
後
１
年
間

の
収
入
見
込
み
が
１
３
０
万
円
未
満
（
60
歳
以

上
等
は
１
８
０
万
円
）
で
あ
れ
ば
、
夫
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
と
同
時
に
、
国
民

年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
夫
の
健
康
保
険
料
は
増
額
に
な

ら
な
い
し
、
妻
の
国
民
年
金
保
険
料
も
全
額
免

除
と
な
る
（
免
除
期
間
は
将
来
妻
の
国
民
年
金

に
全
額
反
映
す
る
）。

③ 

①
と
②
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
し
な
い
場
合

は
、
勤
務
状
況
に
よ
っ
て
は
社
会
保
険
加
入
と

な
る
た
め
に
、
給
料
に
応
じ
た
健
康
保
険
料
と

厚
生
年
金
保
険
料
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
は

介
護
保
険
料
も
合
算
し
て
13.

４
％
程
度
）
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
社
会
保
険
加
入
要
件
を
満
た
さ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
料
（
前
年
所
得

を
基
準
に
算
出
）
と
、
国
民
年
金
保
険
料
（
年

額
18
万
円
程
度
）
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
様
に
夫
婦
共
働
き
の
ケ
ー
ス
で
は
、
収

入
額
と
労
働
条
件
の
関
係
に
よ
っ
て
世
帯
の
負

担
額
に
相
当
な
違
い
が
で
る
。

　

も
し
、
保
険
料
負
担
が
増
え
た
場
合
に
は
そ

れ
以
上
働
け
ば
い
い
の
だ
が
、
事
業
主
も
社
会

保
険
料
の
半
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
現
実
に
は
社
会
保
険
加
入
を
嫌
が
っ
て

基
準
を
下
回
る
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
自
分
の
意
志
だ
け
で
は
簡
単
に
は
い

か
な
い
。

　

社
会
保
険
制
度
は
働
く
者
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
制
度
で
す
。
今
回
取
り
上

げ
ま
し
た
被
扶
養
者
の
事
例
は
、
家
計
に
直
結

し
た
判
断
を
迷
う
問
題
で
す
が
、
ご
家
族
で
話

し
合
っ
て
最
良
の
道
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
０
０
６
年
６
月
に
始
ま
り
ま
し
た
こ
の
シ

リ
ー
ズ
の
第
２
回
か
ら
今
号
ま
で
、
30
回
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
読
者
の
皆
様
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
専
門
家
相

談
員
の
先
生
方
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
引
き
つ
づ
き
新
し

い
紙
面
を
ご
愛
読
く
だ

さ
い
。
（
小
）

【
回
答
】

【
事
例
②
】

【
事
例
①
】

　

今
号
は
、
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
つ
い

て
、
被
扶
養
者
に
な
れ
る
の
か
ど
う
か
「
扶
養

の
範
囲
」
や
、
ま
た
、
パ
ー
ト
勤
務
の
妻
の
扶

養
に
つ
い
て
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
山
口

正
人
相
談
員
の
相
談
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山口　正人
特定社会保険労務士

毎
月
第
2
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

特
定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〟

０
１
２
０—

３
９—

６
０
２
９

「
社
会
保
険
の

　

 

被
扶
養
者
」

シリーズ
No.31

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

「
被
扶
養
者
」

【
回
答
】
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山
な
み

　

２
月
19
日
、
今
年
も
上
小
労
福
協
主
催
の
「
生

涯
生
活
サ
ポ
ー
ト
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
多
く
の
方
が
参
加
し
、
地

区
労
福
協
の
事
業
も
地
域
に
根
付
い
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
須
高
地
区
労
福
協
で
は
高
校
生
を
対

象
に
ク
レ
サ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
場
の
現
実
味
あ
る
話
は
、
高
校
生
の
心
に
深
く

刻
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
労
福
協

の
活
動
は
今
の
現
状
を
何
と
か
自
分
た
ち
の
手
で

少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
事
業
が

多
い
の
で
す
が
、
悪
い
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、

よ
り
良
い
状
況
を
作
り
出
す
た
め
の
、�
サ
ポ
ー

ト
役
��
か
す
が
い
役
�
と
し
て
そ
の
役
割
を
果

し
て
行
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
誰
も
の
役
に
立
つ

活
動
が
着
々
と
地
域
で
も
実
施
さ
れ
、
労
福
協
が

取
り
組
む
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

が
少
し
ず
つ
目
に
見
え
て
き
て
い
る
こ
と
に
、
希

望
が
溢
れ
て
き
ま
す
。

　

寒
い
冬
が
よ
う
や
く
過
ぎ
、
陽
ざ
し
に
温
か
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
は
も
う
す
ぐ

そ
こ
に
来
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
に
と
っ
て
は
春

闘
の
「
春
」、
労
福
協
に
と
っ
て
は
「
Ｐ
Ｓ(

生

活
困
窮
者
の
自
立
と
就
労
支
援)

」
の
春
と
な
り

ま
す
。
す
べ
て
の
働
く
者
の
雇
用
と
生
活
の
安
定
、

そ
し
て
就
職
し
自
立
を
目
指
し
な
が
ら
、
困
難
に

直
面
し
て
い
る

人
を
一
人
で
も

多
く
支
援
す
る

た
め
、
力
を
合

わ
せ
ま
し
�

う
！
（
青
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ

1　　　2　　　3　　　4　　　5 1　　　2　　　3　　　4　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん 西澤 修氏）

下に並んだ二枚の絵を見比べて違っ
ている箇所を 8つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激になるかと
思います。

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い
て
県
労
福
協
へ

　

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
何
か

　

一
言
。（
意
見
・
要
望
は
匿
名
で
掲
載
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
）

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単
組
名
）

　

又
は
勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
5
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

　

（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
3
月
31
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

12
月
号
の
正
解
は

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

　

飯
田　
　

亨
（
茅
野
市
）

　

池
内　

一
枝
（
上
田
市
）

　

川
上　

浄
明
（
大
町
市
）

　

木
下　

博
昭
（
大
桑
村
）

　

中
山　
　

健
（
御
代
田
町
）

新
年
号
の
正
解
は

当
選
者

 
特
賞
（
敬
称
略
）

　

大
口　

義
人
（
飯
山
市
）

当
選
者
（

10
名
・
敬
称
略
）

　

内
山　

栄
子
（
長
野
市
）

　

荻
野　
　

厚
（
長
野
市
）

　

阪
下
多
賀
子
（
松
本
市
）

　

降
籏
富
美
恵
（
松
本
市
）

　

齋
藤
あ
ゆ
み
（
上
田
市
）

　

手
塚　

千
波
（
上
田
市
）

　

細
川　

珠
美
（
駒
�
根
市
）

　

高
橋
健
太
郎
（
大
町
市
）

　

大
口　

英
麿
（
飯
山
市
）

　

志
水　
　

守
（
南
箕
輪
村
）

早春の香り、梅の花
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